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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生駒山は、生駒谷のどこからでも眺めることができ、独立峰のように際だっ

たその美しい山の姿から、生駒のシンボルとして市民や訪れる人々にとっての

目印（ランドマーク）になっています。 

この象徴的な山の姿に人々は敬意や畏れを抱き、御神体として祀っていたと考

えられる神社が往馬大社であり、山頂からちょうど真東の方角に位置していま

す。このことから、昔から生活の根底には生駒山が意識されてきたことがうか

がえます。 

 

 

  

生駒のシンボル・生駒山 
パターン 

１ 
【都市】 

矢田丘陵から望む生駒山の姿（小瀬町） 

往馬大社（壱分町） 雪の生駒山 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

○生駒山が見える場所では、その

方向を意識して道路や住宅地、

公園などの施設を計画しましょ

う。例えば、生駒山がよく見え

る場所に公園を配置したり、道

路の線形を生駒山へあてたり

（山あて）するような計画を考

えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・８ 生駒山の修験の領域 

 

 

 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 

生駒山の方向を意識して道路を計画する 

生駒山の方角を向いた住宅地 

かつては、生駒おろしの影響で、住宅の立地は生駒山の東向き斜面が中心だったそ

うですが、東生駒駅の設置と合わせて、周辺の矢田丘陵の西向き斜面での住宅地開発

が進められました。 

こうして、「生駒山への眺望があること」がまちの特徴となり、現在でも東生駒やさ

つき台の住宅地からは、東西方向の道路の先に生駒山を眺めることができます。 

東生駒 さつき台 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高台から眺めると、斜面地に残る緑や集落のモリが、山や丘陵の緑を背景に、

市街地の海の中に浮き上がる「緑の島」のように見えます。 

また、街路樹や敷地内の植栽が「緑の帯」のように連なって見え、整然とし

た屋根なみと緑が調和した眺望として、非常に印象深いものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根なみに浮かぶように見える緑の島（萩原町） 

背景の山なみ（丘陵） 

整然とした屋根なみ 

点在する緑の島 

帯状に連なる緑 

（街路樹、敷地内の緑） 

屋根なみに浮かぶ緑の島・緑の帯 

 

パターン 

２ 
【都市】 

整然とした屋根なみと緑の調和(あすか野) 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○高台から見下ろしたときに、「緑の島」として見える斜面地の緑や市街地内の

緑のかたまりは、少量であっても大切に保全しましょう。 

○開発などによって緑を損なうことのないように、また緑化などでできる限り

復元しましょう。 

○「緑の帯」としての連なりを意識し、緑の配置をそろえましょう。 

○公園などの公共空間から見下ろされる場所では、高い場所からの眺望を意識

して、建物は周囲にある「緑の島」になじむようにデザインしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４   見渡す眺望 

・２４ 表出する緑 

 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 

突出した色彩や形態を避ける 

 
緑の島につなげる 

住宅地を計画するときは 

周辺の斜面地の樹林を残す 

屋根なみの景観を意識する 

緑の島 

コンケイブ地形（凹型地形） 
市街地 

市街地 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔から人々の暮らしを支えてきた生業の場である農地（ノラ）は平地に広が

り、また斜面に沿うようにつくられ、里山や奥山（ヤマ）、居住空間（ムラ）の

三つの層が調和して、田園景観をつくっています。 

 

 

  

ヤマ・ムラ・ノラの調和 

 

パターン 

３ 
【都市】 

ヤマ 

ムラ 

ノラ 

ヤマ・ムラ・ノラで構成される田園景観（北田原町） 

ムラ 

ヤマ 

ノラ 

ヤマ・ムラ・ノラの断面構成 
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「ヤマ」は、住民が生活に欠かせない

薪や炭を取っていた場所でもありま

した。ムラを背後から包み込み自然の

恵みとうるおいを与えています。 

「ムラ」は、洪水などの災害を避け

るために低地の周りの少し高いとこ

ろに建物が寄せ合って位置しており、

ヤマと同じ勾配の屋根が使われてい

たり、昔ながらの緑や土となじむ色彩

の自然素材が多用されていたりと、ヤ

マやノラと調和した配置・形態・意匠

が使われています。 

「ノラ」は、水が流れやすいように低地に位置しており、ムラからその様子

が一望できるようになっています。ノラはのびやかな空間の広がりを生み、ま

た季節によってその表情を変える、農の営みが目に見えて感じられる場所です。 

このように、自然に寄り添った生活の知恵が、農の空間をつくり、今でもな

お生き続けています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まとまりのあるムラの建物（上町） 

生駒の民家の屋根の特徴 

市内で家づくりに長く携わる大工さんに生駒の

民家の屋根の特徴を聞くと、「概ね５寸（26度強）

勾配が標準」だそうです。 

これは周りのヤマの緩やかな勾配と概ね一致し

ており、安定感のある景観に最もなじみやすい形

態です。 

周りの環境にあわせた家のデザインが、自然と

取り入れられてきたのですね。 

 

 

 

５寸（26度強） 

５寸 

10寸 



3-13 

【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○ヤマ・ムラ・ノラという三層の空間の調和を大切にし、それぞれの景観とし

てのまとまりを損ねないようにしましょう。 

○ヤマは、背景の緑として保全しましょう。もし、損なうことがあったら、で

きる限り復元しましょう。 

○ムラは、建物同士をできるだけ寄せて配置するとともに、背景のヤマの緑や

ノラの農地にとけ込むような素材や色彩を使う、ヤマの勾配とあわせた勾配

屋根を取り入れるなどの配慮を行いましょう。 

○三層の空間を眺めることができる道沿いは、眺望を遮るようなものを置くこ

とや建てることは避けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然な素材 

自然な形態 

・５   見通す眺望 

・１９ なりわいがつくる景観 

・２７ 受け継がれてきたデザイン 

・２４ 人の手が加わる余地 

 

こちらも参照して

ください 

関連する 

パターン 
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【生駒らしさの工夫】 こんなことやってみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○建物はムラの部分に集めまし

ょう。 

ヤマ 

ムラ 

 

ノラ 

 

長屋門を残したマンション 

○ヤマ・ムラ・ノラの構造を受け

継ぎましょう。 

○周りとなじむように、屋根の形や

壁の色合いをそろえましょう。 

○ムラの意匠を受け継いだデザ

インを考えましょう。 

田園景観に配慮したお店 建物がまとまって立地する集落（上町） 

屋根の材質や色合いがそろった集落（上町） 

○道路から三層の空間への眺望

を遮らないようにしましょう。 

○土肌が露出するようなことが

ないよう、緑化で隠しましょう。 

緑で遮へいした造成地 富雄川沿いの道路からの眺望（上町） 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生駒の市街地は、竜田川や富雄川などの河川を中心に、山と丘陵に囲まれた

谷筋に形づくられています。 

このため、高台から眺めると、谷筋のコンケイブ（凹型）地形に沿って建物

の屋根越しに市街地や集落を見渡すことができ、爽快な眺望が広がります。 

高低差の多い地形の生駒では、思いがけず雄大な見渡す眺望に出会うことが

あり、生駒ならではの景観を楽しむことができます。 

 

 

  

見渡す眺望 

 

パターン 

４ 
【都市】 

広がりのある眺望（門前町からの眺め） 
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生駒のいろいろな眺望 

眺望は、概ね数百メートルから数キロメートルくらいの距離にあるものを眺めた

ときに得られる景観です。見渡すほかに、見上げる（仰瞰
ぎょうかん

）、見下ろす（俯
ふ

瞰
かん

）、見

通すなどのタイプがあります。 

生駒谷はコンケイブ（凹型）の地形なので、どこから見るかによって見えるもの

が大きく異なり、いろいろな眺望を楽しむことができます。 

例えば矢田丘陵からは、生駒山の姿や、竜田川沿いの市街地も見渡すことができ

ます。生駒山の山麓からは、生駒谷のみならず奈良の方向を広く見渡すことができ

ます。 

普段の生活から、生駒の豊かな表情を少しだけ意識してみませんか。 

出典：樋口忠彦『景観の構造』 

生駒山 

矢田丘陵 
コンケイブ地形 

見渡す 
見下ろす 

見上げる 

見渡す 

～約 300m 約 300m～ 約 6km～ 

見渡す 

近距離景 
一本一本の要
素の特徴が認
識できます。 
 

中距離景 
要素の形までは
分かりますが、
細かな特徴まで
は把握できなく
なり、要素のま
とまりとして認
識できます。 
 

遠距離景 
谷の形など、地形を
把握できるように
なります。 
色は全体的に淡く
なり、要素はまと
まりとして、背景
の役割を果たすよ
うになります。 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○見渡す眺望が得られる場所を大切に守りましょう。高い場所からの眺望を建

物が阻害してしまわないように配慮しましょう。 

○住宅地の開発などにより公園を計画するときには、見渡す眺望を楽しめる最

も適した場所を考えましょう。 

○眺望を様々な人が楽しめるような配慮や工夫を取り入れましょう。多くの人

が集まる公共性の高い場所や行き来する道などで見晴らしが得られる場合に

は、特定の敷地のみが独占することのないように開放しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

眺望点を生み出す 

建物を建てるときには眺望を

楽しめる場所をつくる 

生駒山への眺望を確保するために 

その方向には樹木を植えていない 

・２  屋根なみに浮かぶ緑の島・緑の帯 

・６  緑にとけ込む建物 

・１２ 坂道の見上げと見下ろし 

 

 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 

見渡す眺望を楽しめる四季の森公園（北大和） 



3-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

眺望点 

生駒谷では、見渡す眺望が楽しめる、誰でも入ることができる公共的な場所があり

ます。 

下の図はおすすめスポットです。このほかにもたくさんあるので、お気に入りの場

所を見つけてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本庭園に学ぶ 

日本庭園の中には、借景
しゃっけい

（周りの風景を取り込み、庭にいかす）の技法を使って、

周辺の眺望を巧みに庭造りにいかしているものがあります。 

代表的なものは、京都の圓通寺
えんつうじ

で、建物からの眺めがフレーム（額縁）のように収

められており、あたかも絵画を見ているようで、こうした技法を「いけどり（フレー

ム）効果」といいます。 

また、比叡山への眺望をいかし、そのほかのものが視界に入らないように、前面に

うまく庭木を配置することを「見切り」といいます。 

 

手前に植栽を配置して、下のほうの視界

を遮り、比叡山への眺望を切り取る 

フレーム（額縁）のようにいけどられた眺望 

宝山寺付近 

生駒の市街地や

矢田丘陵、奈良

方面を望む 

歓喜の湯 足湯 

正 面 に 生 駒山

が、眼下に市街

地が広がる 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路・線路・河川は、直線に延びていることから、まっすぐ見通す眺望が得

られます。 

街路樹や建物の屋根なみ、植栽などが連なって、視線を奥の方へと導きます。

計画的に開発された住宅地などでは、視線の先に生駒山や丘陵の緑を見通せる

通りがあり、緑豊かなまちであるという印象を高めています。また、通り沿い

の建物がつくる輪郭の線（スカイライン）が整うことで、空が開けて見え、気

持ちの良い眺望が得られます。 

特に、生駒の市街地は、谷筋につくられていることから、谷筋に沿った南北

方向には、道路・河川沿い、橋の上などから遠くまで広々と見通せる伸びやか

な眺めが得られます。 

見通す眺望 

 

パターン 

５ 
【都市】 

富雄川の見通し（上町） 幹線道路の見通し（俵口町） 

ケーブルカーからの見通し（元町） 住宅地内の道路の見通し（西白庭台） 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○通りの連なりや見通し、背後のスカイラインを妨げないよう、できるだけ周

りと調和した規模や形態にしましょう。 

○通りが連なって見えるように、隣接する建物との調和や、植栽による連続性

の演出などを取り入れましょう。 

○通りの先に山などの緑が見える場合は、周辺から突出して眺望を遮らないよ

うにしましょう。 

○特に、谷筋の道路・河川がつくるお椀の底型の広がりある地形、空間の眺め

を大切にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整ったスカイライン 

空への眺望 

街路樹や 

植栽による 

連なり 

視線の先にある 

緑への眺め 

建物や広告物なども 

連なりを意識 

・１  生駒のシンボル・生駒山 

・３  ヤマ・ムラ・ノラの調和 

・７  緑のスカイライン 

・１２ 坂道の見上げと見下ろし 

・１３ 通りのプロポーション 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 
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【生駒らしさの工夫】 こんなことやってみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

セットバック 

街路樹と連なる植栽 

奥にいくほど

高い配置・形態 

見通しの空間の 

広がりが生まれる 

○建物の高さは、通り沿いはできる

だけ抑えることで、見通す眺望の

広がりある空間が得られ、逆に高

くなると圧迫感を増し、見通しを

妨げます。通りから敷地の奥にい

くほど高くなるよう配置や形態

を工夫しましょう。 

○河川の方を意識して緑を配置す

るなどの工夫をしましょう。 

河川側に植裁を配置したマンション 

河川の方向 

○うるおいある河川空間との「つな

ぎ役」を果たすように、敷き際や

建物の手前に植栽を施したり、自

然素材を使用したりしましょう。 

 

既存の建物、石積みなどを活用し、植裁を配置したお店 

魅力的な河川であり続けるために 

河川の空間とその周りの建物や丘陵の緑が一体と

なって魅力を発揮するためには、河川が美しく表情

豊かである必要があります。近所に住んでいる人た

ちと一緒に、お手入れをして、魅力的な河川づくり

を育みませんか。 

「地域が育む川づくり事業（県）」も活用できます。 
住民が手入れを行っている富雄川   

（上町） 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷筋の平地から見ると、斜面のあちこちにある樹木・樹林が「緑の帯」のよ

うに市街地を覆い隠し、背景の生駒山や矢田丘陵、西の京丘陵の緑とあいまっ

て、あたかも「緑の中に市街地がとけ込んでいる」ように見えます。 

この眺めが、緑に包まれたまち生駒を強く印象付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑にとけ込む建物 

 

パターン 

６ 
【都市】 

緑の中にとけ込む建物（北大和） 

斜面の緑 

背景の緑 

建物は緑に見え隠れする 

平地 

市街地 

市街地 

斜面の緑 

斜面の緑 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○谷筋から見上げたときに見える斜面地の樹林は、緑の帯として、たとえ少量

であっても大切に保全しましょう。 

○緑の帯が損なわれることのないよう、建物を計画するときは、緑化などによ

りできる限り復元しましょう。 

○竜田川と富雄川の二つの流域がつくる谷筋からは、どこからでも背景の緑が

見えることを意識し、緑にとけ込むように建物の高さや配置を工夫する、緑と

なじむような色彩や材料を使う、前面に植栽を厚く配置するなどしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「見え隠れ」の美学 

緑の中にとけ込み垣間見ることのできる建物は、視点が動くにつれてはっきりと見え

たり緑の後ろに隠れたりします。このような状態を「見え隠れ」といいます。また、日

本では古来より物陰からちらりと見えるもの、薄暗い中にほのかに見えるものに美を見

出す、独特の感覚が受け継がれているといわれています。 

緑に包まれた生駒のまちには、わたしたちの心に訴える「見え隠れ」の美学が息づい

ているといえるのではないでしょうか。 

 

・１ 生駒のシンボル・生駒山 

・７ 緑のスカイライン 

 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 

斜面地の樹林を保全する 開発などにおいても 

復元する 

建物の高さや配置を工夫する 

自然と調和する、抑えた色合いを使う 

緑の帯 
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緑に包まれた暮らし 

敷地の中で植栽するときは、斜面の谷の方にできるだけたくさん樹木を植えたり、

生垣にしてみましょう。 

見晴らしの良い場所は逆に周りからもよく見えます。植栽などは普段からの維持管

理をきちんとすることで、外から見える緑がより一層よく見えます。緑に包まれた暮

らしを楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹林地を「みんなで」育む方法 

地域のみなさんや、自然が好きな市民活動団体などが手助けしてくれる、仕組みも

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地の中も緑に 

包まれた暮らし 

外から見る人にも 

緑が映る 

樹 林 

樹林の 

持ち主 

樹林活動 

保全団体 

市 

（仲介役） 

 

登録 登録 

樹林を貸す 
樹林の維持管理

をする 

双方で協定を

結ぶ 

樹林地バンクの仕組み 

＜活動紹介：鹿ノ台自治連合会 

「ECOKA 委員会」＞ 

近年の住環境への住民意識の高まりとともに、量的な

緑環境より緑地全体の質的向上を実現するため、平成 20

年に「ECOKA 委員会」を設立、住宅地の周りに 12 箇所あ

る保存緑地（12ha）の森の再生に向け、協働・連携のも

とで計画的に整備（下草刈、間伐、植樹）しています。 

光陽台 
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【生駒らしさの工夫】 こんなことやってみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○斜面地の緑、特に谷側の樹林地

はできるだけ残しましょう。 

○建物は斜面の緑にとけ込むよ

うに配置しましょう。 

○斜面の擁壁は緑化し、圧迫感を

軽減させましょう。 

○建物が緑で隠れるように、敷地

の前に植裁を配置しましょう。 

緑で隠れた建物 

緑と建物が調和したまちなみ（高山町） 周りの緑にとけ込む建物（高山町） 

斜面部、擁壁に緑化 

斜面を緑化した住宅地（高山町） 

○緑になじむ色彩を選びましょう。 

落ち着いた色合いで緑にとけ込む（高山町） 

○緑が映える色彩を選びましょう。 

建物が背景となって緑が映える 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竜田川・富雄川の谷筋では、どちらを向いても河川の水面とあわせて生駒山

系や矢田丘陵の緑のスカイラインが背景として映り、緑が豊かな景観の印象を

ぐっと高めています。古くからの集落もこの緑の背景にとけ込むように位置し

ています。 

緑のスカイライン 

 

パターン 

７ 
【都市】 

富雄川沿いの緑のスカイライン（上町） 

河川 

道路 道路 

お椀の底型の 

広がりある断面 

緑のスカイライン 

（緑の背景） 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○谷筋の河川・道路沿いから緑のスカイラインが連なって見えるように、谷筋

の緑を保全しましょう。 

○谷筋に建物を計画するときには、背後の緑のスカイラインを大きく分断しな

いように、建物を分節化するなどの工夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のスカイラインへの

視線を確保 

谷筋から見える 

樹林地は残す 

・３ ヤマ・ムラ・ノラの調和 

・５ 見通す眺望 

・６ 緑にとけ込む建物 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 

緑のスカイラインを 

分断する計画は避ける 

分節化するなどで 

スカイラインに配慮 
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【生駒らしさの工夫】 こんなことやってみましょう 

 

○建物が露出すると、「高いところから

見下ろされている」「緑がなくなった」

という印象が強くなってしまいます。

緑のスカイラインを保全した開発を

考えましょう。 
 

 

 

 

 

 

○住宅地開発などの面的な宅地造成で

は、地区内の住宅からの緑豊かな眺

めを得られるよう、周辺の緑を保全

することに意識が向きますが、地区

外から見たときの見え方は案外意識

されない場合もあります。特に川筋

からの住宅地全体の見え方を意識し

ましょう。 

 

 

 

○すでに宅地開発が済み、緑のスカイ

ラインが途切れてしまった場合でも、

谷筋に向かって樹木を植栽すること

で失われた緑のスカイラインを復元

しましょう。 

 

 

  

緑のスカイラインが保全された住宅地（白庭台） 

富雄川から見た住宅地（上町） 

緑のスカイラインを残す植栽の工夫 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生駒山は、古くから修験の場として知られてきました。 

標高が概ね 350m 以上の山頂に近い場所は、昔から修験者の修行の場となって

きました。 

標高が概ね 150～350m の場所には、宝山寺から平群町の千光寺にかけて多く

の寺院が分布し、修験者が山駆けを行い修行していた古道が、江戸時代に「庄兵
しょうべ

ヱ
え

道」として整備されました。 

今でも宝山寺をはじめとして数々の寺院が、奥深い生駒山の木立に抱かれて

位置しています。人気もなく、巨木がそびえ立つ暗がりの中に石や岩が露出し

た、訪れた者に畏れを抱かせる雰囲気を醸し出しており、今日でも祈祷師など

が籠る場所です。日常生活を送る空間とは対照的に、静かで、人を寄せ付けな

い厳かな雰囲気を持つ空間となっています。 

 

生駒山の修験
し ゅ げ ん

の領域 

パターン 

８ 
【地域・通り】 

宝山寺から続く山道（菜畑町） 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○生駒山に修験の場があることを知り、その領域を侵さないようにしましょう。

樹木を伐採し開放的な空間をつくる、建物を建て生活感が表に出るような行

為などは避け、静かで、人を寄せ付けない厳かな雰囲気とたたずまいを継承

しましょう。 

○修験の足跡を今に伝える要素（昔からの道や道標など）を大切に守りましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

滝の行場（滝寺・元町） 

・２０ 聖なる場（パワースポット） 

 

 

 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 

庄兵ヱ道 

生駒山の修験空間 

生駒谷の生活空間 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅前は、多くの人々が行き交う、にぎわいのある空間で、モニュメントやシ

ンボルツリーを配置したり、周辺の建物と駅舎とのデザインを合わせたりなど、

印象を高めるための工夫が様々なところに取り入れられています。 

顔となる空間 【地域・通り】 

パターン 

９ 

生駒の玄関口である生駒駅前（谷田町） 

シンボルツリーや植栽が中心に配置されている

（白庭台駅） 

住宅地の入り口にあるロータリーは、花で彩られ

ている（東生駒） 
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また、住宅地の入り口や、それぞれの建物の入り口（エントランス）などで

も、印象を高める工夫がされています。 

来訪者を迎え入れ、まちの第一印象を決める“顔”となる空間は、景観をつ

くる上でとても重要です。 

 

 

【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○駅前の空間では、駅に降り立った人が好印象を持てるように、視線が集まる

場所に目印となる樹木やモニュメントを配置するなどの工夫を取り入れまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○商業地、住宅地の空間においても、訪れる人が好印象を持てるように、入り

口となる空間では建物のデザインを整えたり、花で演出したりといった工夫

を取り入れましょう。 

 

 

 

 

 

視線が集まる場所への工夫が 

印象を高める 

・１０ 人が交わる場所 

・１４ 連歌式 

・１７ すっきり感 

・２１ 人の手が加わる余地 

 

 

関連する 

パターン 

こちらも参照して

ください 
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【生駒らしさの工夫】 こんなことやってみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みんなの視線が集まる場所（焦点）には、ラン

ドマーク（目印）となるシンボルツリーを配置

したり、夜間は光で演出などすると、効果も高

まる 

建物の「面」を強調したデザインの例 

（シンメトリー：対称性） 

○駅前は多くの人の視線が集まる場所

です。そうした場所では好印象を与

えるような工夫が求められます。 

目立つことばかりを意識しすぎる

と、かえって印象が悪くなってしま

います。全体のバランスも考えなが

ら、公共施設や周りの建物、広告の

デザインを考えてみましょう。 

 

○住宅地では、まちかどや、各住戸・

住棟のエントランスなどにおいて、

しつらえを工夫しましょう。例えば、

まちかどの空きスペースを花で演出

したり、住宅のエントランスに重点

的に緑を配置しましょう。 

花壇による演出の例（北新町） 

エントランスのしつらえの例（萩の台） 玄関先のしつらえの例（白庭台） 
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【生駒らしさの読み解き】 生駒らしさを感じましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集落では、人々がよく通るところ、使うところ、集まりやすいところなど、

共同生活の中心の役目を果たす場所（辻）が自然と生まれてきました。そこに

は火の見櫓が置かれ、集会所や公民館があり、人々の生活を支え、また人と人

が出会う場となり、ムラのつながりを意識させる重要な役目を担ってきました。 

計画的に開発された住宅地も、コミュニティのまとまりを生み出す空間が意

識的にデザインされています。公園や集会所、井戸端の交流が生まれるまちか

どなど、コミュニティの中心となる人が交わる空間は、形を変えながらも大切

な場所として受け継がれています。 

  

人が交わる場所 

 

パターン 

10 

集会所や火の見櫓のある集落の中心（萩の台） 

【地域・通り】 
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交通の結節点、住宅地の入り口（東生駒） まちかどの公園は辻の役割（東新町） 

出典：『生駒市史Ⅴ（資料編）』 街道の交わる辻には多くの機能が配置されました 
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【生駒らしさのために】 これだけは守りましょう 

 

○集落や住宅地の中に、生活を支える機能や交流できる機能を配置した、共同

生活の中心（辻）をつくるように、敷地や建物の配置や、道路・歩道の使い

方、共同施設の使い方などを考えましょう。 

○辻で、人々が交わり、語らい、楽しむことができるようなしかけや装置を取

り入れましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集落の共同生活の中心 

人が集まることができる余裕を

つくる 

うるおいを与える草花 

面する家々は公共的な

空間を意識して、 

しつらえを整える 

住民に開放された空間 

（ベンチなど） 

目印・アイストップとなるもの 

（半鐘塔、樹木など）をつくる 

・９   顔となる空間 

・１６ 商いのコミュニケーション 

・２１ 人の手が加わる余地 

 

こちらも参照して

ください 

関連する 

パターン 
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 「辻」にまつわる言葉 

「辻」とは、大辞林によれば「二つの道路が十字形に交差している所。また、四方

からの道が集まりゆききする人が出会い別れる交通の要所」「人通りの多い道筋」とな

っています。 

この「辻」がつく言葉はたくさんありますが、「辻」の持っている空間の特徴や、そ

こで行われていた人の活動を良く表しています。 

・「辻商い」「辻売り」・・・道端に店を出してする商売。 

・「辻講釈」・・・往来や社寺の参道などで軍談などを語って聞かせ、聴衆から銭を

もらうこと。また、それをする人。大道講釈。 

・「辻堂」「辻社」・・・道の十字路などにある道祖神をまつったお堂・社。 

出典：『大辞林』 

 

集落に今も残る水汲み場 

高山町の方では、集落の中を歩くと下の写真のような水汲み場に出会います。かつ

てはこうした水汲み場も集落のみなさんが共同で管理されており、水を汲みに来たと

きや、洗い物をするときに、近所の人たちの輪ができて、井戸端話がなされていたの

かもしれません。 

現在では水道も普及したため、痕跡として残っている状態ですが、自然と人が集ま

っていた辻の様子を想像させてくれるものです。 

 

 

水汲み場（高山町） 
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【生駒らしさの工夫】 こんなことやってみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広場に面したところに適度な目隠しや 

目を楽しませる花など 

○辻は人と人が交わる空間です。あまり

生活感が出すぎたり、ごちゃごちゃと

したりしないよう、気を配ってみまし

ょう。 

出会いや会話を生み出す広い歩道空間 

○大規模な建物を計画するときには、人と人が交わる空間をどのようにつくっ

ていくか、についても考えてみましょう。 

○住民とのかかわり方もあらかじめデザインされていると、長く使ってもらえ

るかもしれませんね。 

人が集まりやすいマンションの入り口（白庭台） ライトアップで演出 

イベントに使える広場（生駒駅） 


